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研究成果の概要（和文）：eラーニングを活用した分岐型ストーリーの在宅看護シミュレーションシステム（以
後、本システムと称す）を普及するための２つの課題に取り組んだ。
課題１：本システムの教育効果を測定して精錬する。看護学生への介入研究の結果、システム利用後の小テスト
の平均点、在宅看護の理解度の自己評価が上昇した。実習後のインタビューでは、在宅看護の責任を実感してア
セスメントの重要性を理解することにつながっていた。分岐型ストーリーの効果は今後も精査が必要である。
課題２：簡便に本システムを作成する方法を確立する。分岐型の教材をH5P、iSpringなどで試験的に作成した
が、作成の労力は既存のリソースと変わりなかった。

研究成果の概要（英文）：We addressed two challenges to promote the use of a branching story-based 
home nursing simulation system utilizing e-learning (hereafter referred to as "the system").
Challenge 1: Measure and refine the educational effectiveness of the system.An intervention study 
with nursing students showed that the average score on quizzes and self-assessed understanding of 
home nursing increased after using the system. Interviews conducted after practical training 
revealed that students became more aware of the responsibilities involved in home nursing and gained
 a deeper understanding of the importance of assessment. The effectiveness of the branching story 
format requires further examination.
Challenge 2: Establish a method for easily creating the system.We experimentally created branching 
educational materials using tools such as H5P and iSpring. However, the effort required for creation
 was comparable to that of existing resources.

研究分野：在宅看護学

キーワード： 在宅看護シミュレーション　eラーニング　分岐型ストーリー　教育評価

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
eラーニングを活用した分岐型ストーリーの在宅看護シミュレーションシステム（以後、システムと称す）は、
看護学生のみならず、訪問看護を始めたばかりの看護師にも有用な、実写動画とアセスメント問題が組み合わさ
った教材である。在宅療養者の生活をイメージし、また、看護アセスメントを考える訓練が可能である。今回は
その学習効果を検証するため、介入研究を行い、一定の効果があると評価できた。
また、この教材の作成には大きな労力が必要だが、誰もが作成できるようにH5P、iSpringなどの分岐ストーリー
を構築できるいくつかのリソースを検討した。その結果、かかる労力は既存のものと変わりがなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
１）本研究の学術的背景 
在宅医療の推進にともない、看護基礎教育では在宅療養者（以後、療養者と称す）の

生活の理解の強化が必要となった。しかし、まだ生活経験も乏しい看護学生が健康障害
を持つ療養者を理解するにあたり、その生活をイメージし、アセスメントして看護を考
えるには困難がある。この困難に対応するために 2017 年度の科研費の助成で、分岐型
ストーリーで学ぶ e ラーニングによる学習管理システム（LMS：Learning Management 
System、以後 LMSと称す）を活用した在宅看護シミュレーションシステム（以後、シス
テムと称す）を開発した。 
２）開発した在宅看護シミュレーションシステムと提供の実績 
システムの概要 
システムの教育的なねらいは、在宅

看護を学ぶ看護学生が療養者を理解
するにあたり、その生活をイメージ
できるようにすること、また、看護ア
セスメントの重要性を理解させるこ
とである。このねらいを具現化する
ために分岐型ストーリーのシステム
を LMS に作成した。動画、選択式問
題、記述文の提出とフィードバック
を組み合わせた仕様である。動画は、
在宅看護の代表的な位置づけにある
訪問看護の場面で、ひとりの事例へ
の全 7 話から成る訪問活動の連続的
なシミュレーションストーリーである（図１）。学生は動画内の訪問看護師の視点で疑
似的に訪問する。選択式問題は事例に関する基礎知識を問うもの、事例の状態のアセス
メントを問うものがあり、個々の学生の解答によってその後に表れる動画が異なる。最
終話の第 7話は、第２～６話の解答によって、療養者が①平穏な在宅療養生活を維持す
る、②誤嚥性肺炎で緊急入院する、③大きな転倒を起こして大腿骨頸部骨折で緊急入院
する、のいずれかとなる。最終話のあと、アセスメントの振り返りを教員へ送信し、フ
ィードバックを受ける。1 話あたりの学習時間は 15 分前後、システム利用期間は任意
で決める。LMS のプラットホームは Moodle で Lesson モジュール（以後、Lesson と称
す）を利用した。  
分岐型ストーリーで学ぶ意味 
在宅看護の対象（療養者）の理解とその看護アセスメントは、「ストーリー」で学ぶ

ことが望ましいと考える。在宅看護の対象の理解では、病院における対象（患者）の理
解に加えて、対象の生活特性をふまえて相手のペースに合わせ、また、比較的長い援助
関係をむすぶ状況がある。そのため、時間軸を意識した理解が必要である。社会学にお
ける質的調査法のひとつに「ライフストーリー」がある 1）。また、看護におけるライフ
ストーリー研究は事例研究として蓄積があり、個々の対象の生活や人生に焦点をあて、
個別性を重視する看護の実践に寄与している。つまり、ライフストーリーは対象を理解
する方法のひとつと言える。さらに看護師自身もストーリーに入り、そのかかわりが療
養者に影響をもたらすことを実感し、看護判断の重要性を学ぶことに意味があると考え
た。 
一方、臨地実習は看護学生が実際の療養環境に身を置いて学ぶため学習効果が高いが、

現行のカリキュラムでは１～２週間の決まった期間で実習をするため、療養者と看護の
実際をストーリーで学習することはできない。システムは、臨地で見た訪問看護の場面
の背後にはストーリーがあることを意識させ、実習での学びを補完することができる。 
システム提供の実績と評価 
このシステムは、2019 年度の在宅看護論の授業で自己学習教材として学生へ提供し

た。履修者の 68％が最終話まで到達し、うち 60％が振り返りを送信した。「やり応えも
あり楽しかった」「面白かった」などの声があった。その後の学生の記述提出物を質的
に分析した結果、頻出語は「生活」で、療養者の生活を理解するために看護師に必要な
能力は【生活に表れる生き方や価値観を理解する】ことである、などと学んでいた。2020
年度は COVID-19 のために前年度と同様には利用を勧奨できなかったが、36％が最終話
に到達し、うち 87％が振り返りを送信した。 
以上のようにシステムに一定の教育効果を実感したので、この学習方法を普及するこ

とを目指したが、そこには課題があった。この時点では一大学における教育効果にすぎ
ず、また、他の教育リソースの影響も排除できない。より客観的な効果を検証する必要



があった。また、看護教員の誰もが分岐型ストーリーを LMSに制作できることが望まし
い。試験的に Lesson で作成したが、複雑で多大な労力が必要であった。ストーリーの
分岐数は 162 通りで、5名の教員で数か月をかけ、動画と選択問題の並びが後ろのスト
ーリーと齟齬がないよう配列する必要があった。Lesson では複雑な分岐型ストーリー
のシステムを作成するには限界があった。この２点の課題を解決する必要があった。 
２．研究の目的 
システムの普及のために、課題１としてその教育的な有用性を検証し、課題２として

更に簡便な作成方法の確立に取り組む 
３．研究の方法 
１）課題１：システムの教育効果を測定して精錬する 
異なる在宅看護教育の環境下で本システムが学生の学習を促進できるか検証する。 

➀研究対象：研究班の在宅看護教員が所属する４大学の学生と、参加協力が得られた任
意の看護専門学校２～３校の学生で、下記評価モデルレベル２までの目標学生数 300 名
とする。 
②システムの提供方法：各養成施設で、在宅看護論の授業の際に自己学習支援教材とし
て利用してもらう。同じ利用期間とするが、時期は各校の授業の時期となる。 
③教育評価方法：教育評価のアウトカム尺度として利用される Kirkpatrickの教育評価
モデルで測定する 2）（表１）。4段階のモデルであるが、レベル４は教育の最終結果の評
価であり、教育効果の発現までに時間を要し、交絡因子も多いため、在学中の評価は難
しく、今回はレベル３までの評価とする。レベル２の評価はシステム利用の前後の比較
を行う。 

表１ Kirkpatrick の 4段階評価モデル 

レベル 評価項目 データおよび収集方法 

１ 
学 習 者 の 反 応

（Reaction） 

学習への積極性、満足度

など 

本システム利用の感想、改善点の意見などのアンケート調

査。本システム利用直後に LMS内で収集。 

２ 
学習者の達成度

（Learning） 

学習者の知識、技能、態

度などの学習到達度 

療養者の理解とアセスメントの知識、技能、態度に関する

統一小テスト（LMS 内）を本システム利用前後に実施し収

集。問題の内容は概ね 30問。研究班で検討して作成する。 

３ 行動（Behavior） 学習者の行動変容 
本システムは在宅看護の理解に活かされたか、インタビュ

ーを行う。在宅看護実習の終了時点で各校 10名程度収集。 

４ 結果（Result） 学習者の最終結果   

２）課題２：簡便にシステムを制作する方法を探索する  
動画と選択問題を指定するのみで、容易に分岐型ストーリーが作成できるオーサリン

グツールが必要である。また、実写動画は撮影が必要であるため、より簡便なアニメー
ションの利用を検討する。現在、中・高校の歴史教育などにおいて、歴史を分岐ストー
リーで作成するゲーム作成システムが試験的に利用されている。これらの市販システム
や、最新の LMS リソースの情報を収集して導入し、試験運用を実施する。 
３）研究スケジュール 

2021年度 医学倫理審査受審、対象校の選定、システムの外部サーバー移管と各校における利用の

準備 

2022年度 学生への提供と教育評価（データ収集）、簡便なシステムの探索 

2023年度 研究の総括と発表 

（2024年度） （データ不足により、助成期間を１年延長） 

引用・参考文献 

1）桜井厚：現代社会学ライブラリー7) ライフストーリー論, 弘文堂,2012 

2）KirkpatrickJD,et.al.Kirkpatrick’s Four Levels of Training Evaluation. Amer Society for Training；2016. 

４．研究成果 
１） 課題１について 
（１） 文献レビュー 
課題１の介入研究に先駆け、関連する文献研究（文献レビュー）を実施した。研究のテーマは

「在宅看護の観察・アセスメントの枠組みについて」「ストーリーを用いた（在宅）看護教育の
実態と可能性について」である。研究結果はそれぞれ、「ストーリー型教材を用いた授業内容と
その教材の評価」筆頭発表者：遠山寛子（第 42回日本看護科学学会学術集会,2022.）、「訪問看
護師が収集している情報に関する⽂献レビュー」筆頭発表者：山崎律子（第 27 回日本在宅ケア



学会学術集会,2022.）として発表した。 
（２） システムの教育効果を測定する 
【研究方法】 
研究班の看護教員が所属する５大学の看護学生を対象

に、在宅看護の主要科目の終了後にシステムを提供した。対
象を無作為な２群に分け、介入群には分岐型ストーリーを、
対照群は分岐しないストーリーを提供して群間比較を行っ
た。評価指標は、システム利用前後の在宅看護に関する多肢
選択式問題の点数、在宅看護の学習に対する自己評価、在宅
看護実習終了後のインタビューである。数値データは統計
分析を、インタビューデータは NVivoによる頻出語分析、意
味内容による質的分析を行った。 
倫理的配慮について、2021 年度に代表者の所属先（千葉

県立保健医療大学）の研究倫理審査委員会を受審し、承認を
得た（申請番号 2021-34）。  

データ収集期間は、2022 年 7 月から、途中 1 年延長して
2025 年度末までとした。倫理審査受審では、第 1 回の申請
で期間を 2024 年までとしていたが、研究参加者数が予定
よりも大幅に不足したため、1 年延長する再申請をして承
認された。また、当初 4大学で実施の予定であったが、研
究班教員の所属先の変更が複数あり、結果的に新旧所属先
での介入となって 1大学が増えた。研究計画段階では、参
加者が確保できない場合、看護専門学校を含めて依頼をす
る予定にしていたが、依頼先にとっては未知の教育リソー
スである Moodle を使うこと、その中でシステムを理解し
てデータ収集をするよう依頼するのは先方への大きな負
担となり、現実的ではないため実施しなかった。 
【結果】 
対象者数は計 22名、介入群 8名、対象群 14名。いずれ

の大学においても研究参加の説明後に、Moodle にログイン
する学生は少なからずいたが、多くは途中で脱落してい
た。 
システム利用前後の多肢選択式問題の平均点は、利用前

は介入群 21.9 点、対照群 21.6 点、利用後は介入群 3.6 ポ
イント、対照群は 2.1ポイント上昇した。利用前の在宅看護
の理解度の平均は、介入群 57.5％、対照群 54％、利用後は
介入群 2.5％、対照群で 9％上昇した。利用前の在宅療養者
の生活のイメージは「大体イメージできる」が最も多く、介
入群 5 名、対照群 6 名で、利用後、介入群は変わらず 5 名
で、対照群は 2名増え、また他に 2名が「十分イメージでき
る」と応えていた。  
 インタビューの頻出語は、全体では「アセスメント」「や
っぱり」「イメージ」が多いが、介入群は対照群よりも言葉
が多様であった。質的分析によるカテゴリーは、介入群、対
照群とも５つ。両群に類似のものは【在宅看護をイメージし
てアセメントにつなげる】【訪問看護師が持つ能力を学べ
た】【家族支援の学びにはつながらなかった】などで、特に
対照群は所属コード数から【在宅看護をイメージしてアセ
スメントにつなげる】の比重が重かった。相違は介入群の
【在宅療養者に対する在宅看護の責任を実感する】、対照群
の【ストーリーの流れは覚えていない】であった。  
【考察・結論】 
在宅看護のイメージ化は、対照群においてより明確であった。介入群は誤った選択をしたこと

で在宅看護の責任の重さを感じ、アセスメントの重要性を理解していた。対照群はストーリーの
変化がなく、流れをとらえにくかった可能性がある。本システム全体としては、教育的なねらい
をある程度達成できたが、分岐型ストーリーの教育効果の評価には今後も精査が必要である。 
【残された課題】 
 対象者数が予想よりもかなり少なく、数値的なデータによる成果の解釈は注意が必要である。
一方、インタビューで得られた質的データの分析結果では、群間で違いがあった。今後、
Kirkpatrick の評価モデルにおけるレベルに沿って、データの解釈を行う価値はあると考える。 
 参加者数が少なった原因のひとつに、システム以外に前後の小テストや自己評価など、評価の
ための指標が多かったこともあるだろう。そのために途中脱落者が多かったと考える。より負担
の少ない、教育的評価の方法を考える必要がある。 

図 2 対象者全体のクエリ 

図３ 介入群のクエリ 

図 4 対照群のクエリ 



 Moodleにログインするのが手間であったという学生の意見もあった。本研究開始前の 2019 年
にシステムを提供して受講者の 68％が最終話まで到達した大学の場合は、もともと Moodle を
LMS として日常的に利用していた。本研究の対象の大学においては、5 大学のうち 4 大学では
Teams、Google classroomなどを利用していたため、Moodleのアカウントを別途発行して対象候
補者に渡し、Teams 等に貼り付けたリンクから入ってログインしてもらう必要があった。One ア
クションでシステムにアクセスできるよう、Moodle以外に構築することも考えていく。 
 今回は分岐の問題を多肢選択肢の形にしたが、より高度なアセスメントができるためには、学
生が記述でアセスメントを記載し、その内容によって分岐が決定するのが望ましい。このために
は記載された内容を分析して、次にどの分岐後のコンテンツにつなげるかを決定する仕様が必
要である。これは AIによる分析が可能ではないかと考える。今後は AIを搭載した分岐型ストー
リーのシステム作成を検討していく。 
２）課題２について 
 看護教員の誰でもが、患者や在宅療養者の事例を分岐型ストーリーの教材として作成す
るためには２つの問題があった。 
（１） 簡単にシステムを構築できない 
システムは、Moodle の容量制限のために、動画サーバーVimeo に格納した動画と Moodle

の Lesson に作成したブランチングシナリオを紐付けして動かしている。全 7 話中、5 話に
分岐問題が 1 題ずつ配置され、1 題あたりに２または３つの選択肢で分岐をさせ、計 162 通
りの分岐ストーリーを構成している。Lesson は柔軟に教材作成を可能にするリソースでは
あるが、分岐の教材を作成するためのものではないため、簡便に作成することはできない。
そこで同様に分岐ストーリーを構築できるリソースの候補を次のようにあげた。 
無料：H5P、Xerte、Twine、YoScenario 
有料：iSpring Suite、Articulate360 Teams、Branch Track、Near Life Creator、Elucidat 
無料のものでは、H5P と YoScenario が類似の機能を持っていたが、YoScenario はオープ

ンソースではないため、H5P で試験的に構築した。ブランチングシナリオの作成方法は、
Lesson とは異なり視覚的に分岐問題や動画を配置することが可能ではあったが、結局は
162 通りの分岐式に連なる問題と動画を１ラインずつ配置することに差はなく、Lesson と
労力は同じであると判断した。 
 有料のものは年間サブスクリプションであるため、かなりな高額であった。科研費の助成
終了後にも利用し続けられることを考えると、多くを試すことはできなかった。オンデマン
ド教材のコンテンツ作成で汎用されている iSpring Suite を契約して試験的に作成した。こ
の選定にあたっては、代表者の所属大学における会計のルールにより、契約時に帳票類が必
須であるため、海外のリソースの場合、日本代理店があること、サブスクリプション契約は
科研費最終年度末で、助成金の残額があっても解約となることなどの制約があり、選定はお
のずと絞られることになった。 

iSpring Suite は、Microsoft PowerPoint をベースに、スライドの背景を豊富なイラスト
や写真の選択で作成することができ、アバターとしての人物を配置することもできる。対話
シミュレーション機能から分岐のシナリオを構築したり、動画を埋め込むこともできるが、
基本的には短い分岐の構成を想定しており、また分岐問題の先にまた分岐問題を構成する
には、作成時の視覚的なわかりやすさに欠けており、全体像がわかりにくいという欠点があ
った。 
（２） 動画の作成 
 2017 年度の助成金において、実写動画の作成費は約 300 万円であった。ひとつの事例に
このような予算をつけることは現実的ではない。低予算で作成するための方法として、アニ
メーション作成ソフトを検討した。しかし、自作が可能な作成ソフトでは、アニメーション
のクオリティとして、看護学生に提供する教材にふさわしいものはなく、概ね大衆向けのも
のであった。求めるクオリティのアニメーションを作成する場合は、アニメーターに依頼す
る方法もあったが、これは実写動画よりも高額であることが見積もられた。 
 次に、AI を活用したアプリによる動画作成を検討した。無料で静止画を作成するアプリ
Dream Studio、M365 Copilot などで在宅療養者の生活状況を作成したが、静止画であって
も正確な画像は生成できず、在宅療養者もしくは日本の高齢者の生活環境の映像データが
不足していると思われた。2025 年 6 月現在、AI を利用した動画作成アプリは開発が進んで
おり、徐々に 1 動画あたりの分数も伸びている。今後はこの方法で動画を作成することを
検討していく。ただ、そこで課題となるのは、正確な在宅療養者の生活環境および訪問看護
活動の描出である。画像としてのこれらのデータが不足していると見込まれるため、AI に
学習させるための方策を次の課題として検討していく。 
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